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とを示している. これに反して， D区では. 1日間の絶食を示した個体は100%である
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































室温下で飼育しても， 約30-70日間際食後， 絶食にはいり. 翌年の秋9月下旬にならな
ければ産卵を開始しないことが確認されている(松本未発表).つまり温度・日長時間を
調節しなし、かぎり，必ず連続的な長期間の絶食休眠にはいる.
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実験区解化当時 潜幼土虫老当熟時 差 羽化当時 差
hr ..In 首f 1I.1n h7 ，"In br 1叫n hr mln 
A 10.48 11.32 +0.44 12.26 +1.38 
(TI.11) (][. 3) (][.29) 
B 11.44 12.16 +0.32 13.∞ +1.16 
(][.9) (11.24) (IV.14) 
C 14.14 14.26 +0.12 14.26 +0.12 { !8:O: (VI.23 : 14.30) (Y.26) (VI. 9 ) (VI. 5 ) 
D 13.05 12.31 -0.34 11.45 -1.20 
(¥1.26) (IX.12) (X.4) 
E 11. 25 10.50 -0.35 10.11 -1.14 
(X.14) (X.31) (X[.23) 
F 10.44 10.13 -0.31 9.53 -0.51 









化当時において約 11時間半で長日とは云えないが. D区の場合と同様， やはり短縮方向
へ向かっていて， この両区における僻化当時と羽化当時との各日長時間の差は 1時間 15
分前後の減となっている. F区では日長時間はやはり短縮へ向かうが， その短縮時聞は約










すなわち，幼虫・輔期を 250C14時間照明，成虫期を 200C12時間照明 (Hl，2， 3区).
または8時間照明(I区〉で飼育実験を行ない， 対照区には，幼虫・踊 ・成虫全期を 25。
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